
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

   

玉造はその名のとおり古代から

勾玉や各種玉類の一大生産地であ

るとともに、千三百年を遡る「神の

湯」「美肌の湯」といわれる温泉の地

として知られます。この地の守り神

が温泉街の奥に御鎮座になる玉作

湯神社です。 

境内の「真玉」（まだま＝「願い

石」は、触れて祈ると願いが叶うとさ

れ、パワースッポットとして多くの参

拝者が訪れます。 

 

館内には「古代出雲の玉作り」を中心テーマにした常設展示や、近世・近代の「出雲め

のう細工」の伝統工芸、大正・昭和期まで行われていた、めのう細工の製品などが展示さ

れています。 

１階展示室では、「玉造」のさまざまな遺跡で見つかった発掘品を基に玉作りの歴史、製

作工程などがわかりやすく展示され、２階には、平安時代で終わった玉作りが、江戸時代

末期に「出雲めのう細工」として再び始まった歴史とその発展の様子、作業の道具や写

真、作品が展示されています。 

 

 

 

 

 

 
次回は 

５月８日（日） 

「淀江方面(天の真名井、 

上淀廃寺跡ほか)」 

８時００分 米子駅集合 

１日コースです。 


